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醤
學
研
究
　
第
二
養
瞬
十
脳
號

難

録

　
　
　
　
エ
ラ
ス
ム
ス
の
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
一
西
百
年
忌
に
際
し
て
一

　
エ
ラ
ス
ム
ス
の
生
涯
と
患
想
並
に
そ
の
腿
史
酌
地
位
は
、
近
時
影
し
い

研
究
の
護
表
や
玉
簡
集
の
刊
行
に
竜
拘
ら
ず
、
朱
だ
確
定
酌
な
判
臨
を
T

さ
れ
て
み
な
い
。
特
に
彼
の
生
誕
と
幼
年
時
代
に
就
て
は
、
信
葱
す
べ
き
資

料
が
敏
け
て
る
る
Q
彼
は
一
四
六
六
奪
（
或
は
六
五
年
）
十
月
二
十
七
－
入

B
夜
．
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
（
牧
師
）
資
ゲ
リ
ウ
ス
・
デ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
の
（
庶
）
子

と
し
て
、
同
地
（
域
は
近
在
ガ
ウ
ダ
）
に
生
れ
た
と
い
は
れ
る
。
彼
の
洗
灘

名
は
ヘ
ラ
ス
ム
ス
で
あ
っ
た
が
、
後
年
希
三
三
を
知
る
に
及
ん
で
、
エ
ラ

ス
モ
ス
（
愛
さ
れ
る
も
の
）
に
由
刻
す
る
と
考
へ
て
そ
れ
に
岡
化
し
、
且
つ

そ
の
羅
飼
謬
デ
シ
デ
，
リ
ウ
ス
を
冠
し
た
。
爾
ほ
彼
の
著
作
に
は
エ
ラ
ス
ム

ス
・
跨
テ
ロ
ダ
ム
ス
（
或
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
メ
ン
シ
ス
）
と
記
さ
れ
て
み
る
9

　
彼
は
一
凶
七
五
年
九
歳
に
し
て
デ
ヴ
エ
ン
テ
ル
な
る
、
か
の
有
名
な
「
共

問
生
活
の
兄
弟
」
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
聖
ル
バ
ソ
寺
院
附
燭
の
學
按
に

入
っ
た
。
こ
の
教
關
は
瀦
蘭
の
修
道
院
設
教
者
ヘ
ー
ル
ト
・
フ
ロ
ー
テ
（
ゲ

ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
）
に
よ
っ
て
忍
野
恥
双
さ
、
孔
、
晶
仮
の
死
後
フ
ロ
レ
ン
テ

イ
ウ
ス
。
ラ
デ
ヅ
づ
ソ
に
よ
っ
て
紐
織
化
さ
れ
た
「
敬
凄
と
愛
し
に
生
き
る

も
の
の
闘
膳
…
で
あ
っ
た
が
、
青
少
年
の
教
育
を
以
て
そ
の
主
要
任
務
と
考

へ
昏
地
に
學
校
を
興
し
た
の
で
あ
る
◇
常
時
入
文
主
義
の
蓮
動
は
既
に
郵

爾
に
も
及
び
、
教
育
の
理
想
と
方
法
に
一
大
攣
車
を
遣
し
つ
N
あ
っ
た
が
、

八
八

共
岡
生
活
の
兄
弟
は
こ
の
新
愚
潮
を
逸
早
く
撮
入
れ
て
、
入
交
主
嚢
的
敏

養
を
そ
の
中
心
的
使
命
と
し
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
こ
の
學
園
に
あ
っ
て
、

（
残
は
流
擾
に
或
は
重
重
に
）
校
長
ア
レ
ク
サ
ソ
デ
ル
・
ヘ
ギ
ウ
ス
と
そ
の

補
偽
澹
ヨ
ハ
ネ
ス
。
シ
ン
テ
ィ
ウ
ス
等
か
ら
、
彼
の
一
璽
を
動
か
し
た
古

典
に
饗
す
る
愛
を
育
ま
れ
た
。
尤
も
、
彼
等
の
入
文
主
義
ほ
古
典
を
唯
一

の
教
育
轡
的
と
考
へ
る
一
己
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
宗
教
的
道
徳
的

訓
．
緻
と
の
融
含
調
和
こ
そ
彼
等
の
關
心
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
學
園
の

宗
教
的
態
度
は
、
前
に
ト
ー
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
、
一
；
ラ
ウ
ス
・
ク
サ
ヌ

ス
を
出
し
た
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
や
5
に
、
實
践
酌
、
瀞
秘
酌
を
以

て
特
性
づ
け
ら
れ
、
憩
學
や
全
一
的
祭
式
に
拘
ら
ず
、
激
震
な
内
酌
生
活
と

墓．

ﾂ
へ
の
薩
三
三
一
三
を
以
て
根
本
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
や
う
に
教
義

よ
り
は
生
活
を
、
外
的
形
式
よ
り
は
内
的
精
齢
を
重
じ
た
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
一
三
は
あ
く
ま
で
正
統
的
で
あ
り
、
教
會
に
忠
順
で
あ
っ
た
Q
エ
ラ

ス
ム
ス
の
後
年
に
於
け
る
羅
馬
敏
愈
と
改
革
零
蓬
に
卜
す
る
態
慶
、
並
に

彼
の
入
文
主
義
の
特
異
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
中
に
彼
が
生
育

し
た
學
園
の
宗
教
酌
雰
團
氣
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
｝
四
八
四
年
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
相
次
い
で
父
撮
を
失
っ
た
後
、
後
見
者
達

に
よ
っ
て
兄
ペ
ー
テ
ル
と
共
に
ヘ
ル
ツ
ォ
ゲ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
の
修
道
院
附
鵬

三
校
に
邊
ら
れ
た
。
大
壁
に
…
遷
ん
で
古
典
の
修
業
を
積
む
こ
と
を
希
整
し

て
み
た
彼
は
こ
の
地
に
コ
、
三
年
を
「
過
し
た
し
と
い
ふ
よ
り
は
「
失
っ
た
」

後
、
叉
も
や
鐵
ら
の
意
志
に
反
し
て
ガ
ウ
ダ
附
近
ス
タ
イ
ン
に
あ
っ
て
岡

じ
く
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
派
に
勝
す
る
聖
グ
レ
．
与
り
修
道
院
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
僧
院
生
活
は
、
彼
が
後
に
M
生
の
最
大
の
不
幸
と
鍬
い
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て
る
る
や
う
に
、
彼
の
人
交
主
養
的
教
嚢
の
理
想
な
る
語
録
な
精
瀞
的
護

展
と
威
坐
と
を
妨
げ
、
叉
多
く
の
性
格
上
の
覇
熱
を
植
ゑ
つ
け
た
が
、
し

か
し
他
方
賢
答
的
生
活
を
膿
瞼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
緊
急
の
諸
要

求
と
諸
問
題
と
を
嚢
署
し
て
、
彼
の
一
生
の
課
題
「
人
文
主
嚢
を
以
て
教

會
改
革
に
資
す
る
」
基
礎
を
置
い
た
。
　
「
信
仰
に
乏
し
く
、
教
嚢
に
敏
け

た
し
書
院
に
於
て
、
彼
は
日
夜
精
沸
し
て
、
古
典
と
教
父
の
著
作
に
親
し

み
、
絡
に
九
二
年
四
月
二
十
五
樹
聖
職
を
授
け
ら
れ
た
。

　
彼
は
聖
職
に
就
き
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
議
院
生
活
に
瀟
…
命
毛
來
な
か
っ

た
が
、
や
が
て
そ
の
墨
・
識
は
ヵ
ン
ブ
レ
の
鷲
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
。
ベ

ル
ゲ
ン
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
九
鳳
雛
司
…
教
の
許
に
赴
く
こ
と
を
評
さ

れ
た
。
元
來
は
司
教
の
研
太
利
旅
行
に
騰
伸
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

希
整
は
實
現
さ
れ
ず
、
漸
く
司
教
か
ら
僅
か
な
學
資
の
俄
然
を
露
で
巴
黒

に
赴
き
、
九
五
年
八
月
モ
ソ
テ
ー
ギ
ュ
の
コ
レ
ギ
ゥ
ム
ド
ム
ス
・
パ
ウ
ペ

ル
ム
に
入
っ
た
。
こ
の
地
の
ス
コ
ラ
學
は
勿
論
彼
の
要
求
を
労
す
も
の
で

は
な
く
、
叉
螢
養
不
良
と
過
勢
の
た
め
病
を
得
て
麟
國
の
已
む
な
き
に
至

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
終
に
九
入
歯
の
秋
に
は
憩
學
の
バ
ッ
カ
ラ
ウ
レ

ウ
ス
の
資
格
を
得
た
り
や
が
て
モ
ソ
テ
ー
ギ
ュ
を
去
っ
て
、
英
國
出
の
少

年
達
の
教
授
に
當
っ
て
學
資
を
撃
て
み
る
巾
に
、
そ
の
一
人
ヰ
リ
ア
ム
・
プ

ラ
ン
ト
（
後
に
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
男
）
と
識
り
、
そ
の
拗
め
に
よ
っ
て
　
四

九
九
年
春
英
醐
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
Q

　
こ
の
英
國
の
生
活
も
安
定
を
嘆
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
碕
年
秋
オ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
で
ジ
ョ
ン
・
コ
レ
ト
や
ト
マ
ス
・
モ
ー
ア
等
と
交
る
こ
と
を
轡
た
。

殊
に
「
羅
馬
人
へ
の
書
」
を
講
じ
て
み
た
．
騨
鍛
・
教
授
コ
レ
ト
か
ら
は
、
彼

の
差
響
的
努
力
に
と
っ
て
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
。
憩
學
の
目
的
は
基

雑

督
教
の
原
始
的
精
瀞
の
按
復
と
そ
の
眞
理
挫
の
滝
接
的
抱
捉
に
あ
る
、
從

っ
て
そ
の
中
心
は
常
然
ス
コ
ラ
學
で
は
な
く
し
て
、
聖
欝
の
研
究
が
占
め

る
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
教
へ
ら
れ
、
爾
ほ
當
時
閑
却
さ
れ
て
る
た

錆
…
駅
語
研
究
の
必
要
を
も
感
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
一
五
〇
〇
年
一
月
巴
里
に
蹄
來
後
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
希
願
語

の
観
究
に
專
嘉
し
て
、
鴇
教
父
の
蒋
作
（
特
に
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
）
や
パ
ウ
ロ
の

書
翰
に
親
し
ん
だ
Q
そ
し
て
彼
の
著
作
的
活
動
は
こ
の
時
代
に
始
ま
る
の

で
あ
る
Q
先
づ
同
年
六
月
に
は
、
「
古
諺
集
成
」
（
O
o
回
　
○
。
酔
§
9
｝
魯
α
q
圃
？

毎
彰
）
　
が
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
獅
〔
に
捧
げ
ら
れ
、
次
い
で
○
　
…
年
に
は
、
有

名
な
「
暴
樫
教
職
士
教
範
し
（
綴
き
窪
弱
々
。
嵩
該
藻
け
解
Ω
μ
二
。
・
転
炉
）
が
現
れ

て
み
る
。
こ
の
書
は
、
彼
自
ら
コ
レ
ト
へ
の
書
簡
に
於
て
い
ふ
や
5
に
、

虞
の
敬
慶
を
忘
れ
、
宗
教
の
本
質
を
外
的
祭
式
の
串
に
認
め
る
教
會
人
の

誤
謬
を
訂
正
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
彼
の
殆
ん
ど
総

て
の
著
作
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
で
は
特
に
力
羅
が
覆
か

れ
、
敬
慶
的
で
は
な
く
、
迷
信
的
で
あ
り
、
基
督
の
名
を
除
い
て
は
、
異

敏
徒
の
迷
信
と
五
十
歩
百
歩
で
あ
る
多
く
の
蕪
餐
者
達
の
迷
蒙
を
批
難
し

て
み
る
。
外
的
祭
式
は
内
的
敬
愛
へ
の
手
段
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
本
質
酌

の
も
の
と
考
へ
、
そ
れ
に
全
く
頼
る
こ
と
ほ
破
滅
の
基
で
あ
る
。
藁
の
敬

慶
は
基
督
に
從
ふ
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
ア
ル
ヶ
テ
ユ
プ
ス
㌣
か
ら
少
し

で
も
離
れ
る
こ
と
は
簸
落
で
あ
る
9
こ
の
「
教
範
し
は
最
初
は
あ
ま
り
注
意

を
惹
か
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
多
く
の
版
を
重
ね
た
。
勿
論
修
道
俗
や
ス

コ
ラ
的
憩
墨
・
者
蓮
か
ら
は
烈
し
い
批
難
を
受
け
た
が
、
多
く
の
護
者
の
…
獄

迎
と
高
台
達
の
支
持
を
褥
た
Q
蓋
し
、
こ
の
書
は
最
も
蒲
輩
な
薦
理
と
最

も
明
白
な
票
實
を
述
べ
た
竜
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
も
劔
人
も
書
表
す

八
九
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幽
思
研
究
　
第
二
百
四
十
四
號

る
に
至
ら
な
か
っ
た
一
般
基
督
教
界
の
切
實
な
要
求
を
剴
切
に
表
現
し
た

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
◎
次
い
で
○
養
毛
に
は
、
か
の
う
ウ
レ
ソ
テ
ィ
ウ
ス
。

ウ
ァ
ル
ラ
の
新
約
聖
書
灘
義
に
序
文
を
附
し
て
刊
行
し
た
。
　
エ
ラ
ス
ム
ス

は
、
聖
書
の
本
文
へ
の
復
鎌
と
そ
の
文
法
意
解
…
明
と
を
藁
の
聖
書
解
繹
の

墓
礎
的
制
約
と
主
張
し
、
殆
ん
ど
同
時
に
皿
イ
ヒ
リ
ン
が
醤
約
に
封
し
て

な
し
た
と
同
一
の
業
績
を
暴
げ
て
る
る
。

　
や
が
て
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
卿
唱
に
招
か
れ
て
蒋
ぴ
英
和
に
渡
る
こ
と
と
な

っ
た
Q
今
慶
は
麟
図
よ
む
も
上
峰
尾
で
あ
っ
た
が
、
國
王
の
侍
鯵
バ
プ
テ

ィ
ス
タ
・
ボ
エ
リ
オ
に
知
ら
れ
、
そ
の
子
壷
二
人
の
監
督
を
委
ね
ら
れ
て
、

瀬
瀬
利
に
渡
る
こ
と
を
得
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
〇
六
年
九
月
長
年
瞳
慢
の

馳
な
る
伊
太
利
の
土
を
踏
ん
だ
9
こ
の
撰
太
財
嚢
行
は
僅
か
三
年
で
あ
っ

た
が
、
彼
を
精
漿
的
教
養
と
離
墓
と
の
絶
頂
に
立
た
せ
た
。
先
づ
ト
リ
ノ

で
瀞
學
博
士
の
爵
位
を
受
け
、
一
年
聞
弟
子
と
共
に
ボ
皿
ニ
ァ
に
あ
っ
た

後
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
パ
ド
ゥ
ア
等
に
遊
び
、
各
地
で
人
文
學
渚
蓮
の
…
始
期

を
受
け
、
叉
羅
焉
で
は
纏
塾
員
簿
に
よ
っ
て
厚
く
遇
せ
ら
れ
た
Q
こ
の
伊

太
利
滞
在
期
の
最
大
の
牧
獲
は
、
か
の
有
菰
な
ヅ
ェ
ネ
チ
ア
の
出
版
者
、

ア
ル
ボ
ゥ
ス
・
マ
ヌ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
「
古
諺
集
」
の
栂
刊
で
あ
る
Q
そ
の

圃
五
〇
〇
年
版
は
、
彼
が
殆
ん
ど
心
臓
語
を
解
し
な
か
っ
た
墳
の
も
の
、

僅
か
八
葎
の
古
諺
を
集
め
て
、
そ
れ
に
七
飯
な
説
明
を
附
し
た
も
の
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
度
は
三
千
以
上
を
も
集
め
、
深
遠
な
賜
殖
を
熊
す
燭

切
な
註
羅
と
新
鮮
な
挿
話
を
入
れ
、
菰
も
「
古
諺
緻
千
し
　
（
Ω
三
一
銭
窪

〉
〔
㌶
α
q
ざ
弓
翌
日
）
と
改
め
て
、
○
入
年
刊
行
さ
れ
た
Q
し
か
し
、
伊
太
利
の

生
活
も
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
期
…
待
に
背
く
熱
が
多
く
、
叉
長
ら
く
羅
焉
に
庇

の
、
特
に
法
王
朝
の
人
々
と
交
る
こ
と
は
、
彼
の
懲
悪
な
研
究
と
蒋
作
的

九
〇

活
動
を
妨
げ
る
と
感
じ
た
の
で
あ
ら
う
。
偶
々
ヘ
ソ
リ
八
世
の
寓
廷
に
勢

力
を
鴛
て
る
た
マ
ウ
ン
ト
ジ
ョ
イ
卿
が
又
も
や
渡
英
を
拗
め
た
の
で
、
エ

ラ
ス
ム
ス
は
〇
九
年
伊
太
利
を
去
っ
て
、
同
年
秋
に
は
倫
敦
に
着
い
た
。

　
こ
の
伊
太
利
よ
り
の
返
還
を
以
て
エ
ラ
ス
ム
ス
の
生
涯
の
第
二
期
は
始

ま
る
。
そ
れ
は
風
垣
の
歴
史
に
比
類
を
見
な
い
醗
蕪
之
、
稜
り
豊
か
な
著

作
的
活
動
に
至
る
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
外
面
的
に
は
、
肖
露
な
研
究
を

妨
げ
る
如
何
な
る
責
任
あ
る
地
蝕
に
も
就
く
こ
と
な
く
、
儀
然
二
三
の
庇

護
者
の
下
に
あ
る
心
嚢
の
生
活
で
あ
っ
た
。
大
陸
に
専
行
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
今
度
は
在
英
五
年
先
づ
「
痴
愚
の
頚
」
（
〃
幽
O
噌
…
簿
0
　
冨
コ
O
O
ご
回
凶
μ
＝
ご
）

が
仕
上
げ
ら
れ
、
次
い
で
一
一
年
以
來
ケ
イ
ム
ブ
リ
ヂ
に
希
露
語
を
教
へ

つ
＼
新
約
聖
書
に
覚
す
る
仕
事
に
と
り
か
瓦
つ
た
。
ト
マ
ス
・
モ
ー
ア
の

パ
ク
ラ
ー
ズ
ベ
リ
の
居
宅
で
一
淵
　
聞
の
中
に
書
上
げ
た
と
い
ほ
れ
る
例
の

謁
四
書
は
、
巡
禮
、
祭
式
、
修
道
総
，
ス
コ
ラ
學
漕
等
に
饗
す
る
多
く
の
辛

辣
な
認
刺
と
郷
楡
と
を
含
ん
で
み
る
が
、
筆
工
の
態
度
は
二
代
の
宗
教
駄

態
に
深
い
關
心
を
も
つ
信
仰
生
活
者
の
そ
れ
で
あ
る
。
筆
者
は
、
懐
疑
者

或
は
傍
聴
者
で
は
な
く
、
衷
心
か
ら
そ
の
改
善
を
希
豊
す
る
宗
教
の
批
剣

者
で
あ
る
。
彼
は
先
づ
、
修
道
院
生
身
に
嚴
し
い
批
判
を
加
へ
、
そ
の
禁

慾
的
生
活
と
斜
行
と
に
よ
っ
て
瀞
の
聴
珊
の
恩
恵
が
得
ら
れ
る
と
い
ふ
謬

見
を
打
破
す
る
と
共
に
、
低
俗
の
た
蛤
中
に
あ
る
活
動
的
生
濡
も
一
磨
基

督
教
的
で
あ
り
得
る
と
主
張
し
て
み
る
。
し
か
し
彼
の
修
蓮
院
生
活
論
難

は
、
そ
の
原
理
や
理
想
に
饗
し
て
よ
り
も
、
修
道
慣
の
入
物
に
封
し
て
一

下
痛
烈
で
あ
り
、
そ
の
輪
講
は
完
膚
な
き
ま
で
に
閉
か
れ
て
る
る
。
次
に

論
難
の
鋭
鋒
は
ス
コ
ラ
學
嚢
建
に
向
け
ら
れ
る
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
彼
等
の

學
閥
の
飲
陥
を
一
々
詣
摘
す
る
と
共
に
、
特
に
彼
等
が
基
督
の
縞
…
背
を
見
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失
ひ
、
薦
に
重
要
な
こ
と
が
ら
を
機
挫
に
し
て
取
る
に
足
ら
ぬ
小
審
を
蹟

罪
し
つ
」
あ
る
こ
と
を
批
難
し
て
み
る
Q
　
「
こ
れ
ら
の
最
も
煩
遡
な
る
煩

顔
は
、
學
潜
達
の
無
数
の
種
族
に
よ
っ
て
野
々
煩
顔
．
に
さ
れ
つ
」
あ
る
Q

轡
凪
在
論
…
派
、
唯
名
論
涙
、
ト
マ
ス
涙
、
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
濾
償
、
オ
ッ
カ
ム

涙
、
ス
コ
ト
ゥ
ス
涙
等
々
の
紛
糾
を
腕
す
る
よ
り
は
、
誓
言
か
ら
逃
れ
る

方
が
遙
か
に
容
易
で
あ
ら
う
し
と
い
ふ
。

　
｝
五
一
四
年
エ
ラ
ス
ム
ス
は
英
國
の
生
活
を
見
限
っ
て
故
…
剛
ブ
ラ
パ
ン

に
臨
つ
た
が
、
や
が
て
在
英
時
代
の
牧
獲
を
上
梓
し
よ
う
と
、
そ
の
精
…
確
な

印
刷
と
心
術
的
な
装
頼
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
み
た
バ
ー
ゼ
ル
の
娼
版
者
ヨ

ー
ハ
ン
・
フ
ロ
ー
ベ
ソ
の
許
に
赴
い
た
。
今
後
は
バ
ー
ゼ
ル
が
彼
の
活
動
と

蕩
心
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
後
の
皐
帯
カ
ー
ル
隙
置
の
露
串
・
顧
問
宮
と

し
て
、
一
五
…
一
二
年
間
は
ブ
リ
ュ
セ
ル
、
ル
ヅ
ァ
ソ
等
に
在
住
し
た
Q

　
我
々
は
、
フ
μ
ー
ペ
ソ
出
版
の
エ
ラ
ス
ム
ス
著
作
中
、
先
づ
彼
の
沸
學

的
主
要
業
績
な
る
希
織
語
新
約
墨
書
に
つ
い
て
語
ら
・
う
。
こ
れ
は
恐
ら
く

彼
の
第
一
記
号
…
國
滞
在
時
代
か
ら
計
上
さ
、
れ
、
又
彼
を
し
て
希
瞬
｛
語
の
研

究
に
赴
か
し
め
た
厨
以
の
も
の
Q
幼
少
隠
岩
か
ら
の
理
想
な
る
「
人
文
主

義
と
瀞
學
と
の
結
合
」
を
實
現
し
、
ス
コ
ラ
學
の
権
道
か
ら
解
放
さ
れ
た
純

正
な
る
紳
學
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
9
一
職
一
六
卑
フ
ロ
ー
ベ

ソ
か
ら
出
版
さ
れ
た
木
鳥
声
O
＜
毎
b
一
塁
窪
毒
Φ
三
一
毎
O
昌
ρ
ρ
鳥
【
≡
σ
q
O
剛
一
［
窪

島
国
箒
蚤
嵩
。
》
o
霧
榜
鼠
累
日
6
器
8
㈹
三
け
§
回
露
e
｝
益
μ
費
翼
翼
卿
。
冒
は
、
希

…
織
本
交
、
羅
旬
謬
、
註
糧
か
ら
成
り
、
法
王
レ
オ
十
世
へ
の
獄
聯
と
、
　
一

般
酌
序
説
と
し
て
「
讃
者
へ
の
鋤
告
」
、
「
方
法
し
、
「
辮
鴫
に
を
冠
し
て
み
る
。

そ
の
希
蝋
本
交
は
批
判
的
刊
行
塞
と
し
て
壌
術
的
等
値
を
有
す
る
も
の
と

は
い
は
れ
な
い
Q
エ
ラ
ス
ム
ス
は
バ
ー
ゼ
ル
在
の
二
三
の
手
稿
本
を
と
つ

維

簸

て
そ
の
一
を
梓
に
上
し
、
コ
レ
ト
か
ら
邊
ら
れ
た
も
の
等
と
校
合
し
た
に

過
ぎ
な
い
。
（
紛
ほ
、
一
九
年
、
ニ
コ
年
、
二
七
年
、
ヨ
五
年
と
改
訂
さ
れ

て
は
み
る
が
、
本
質
的
相
違
は
見
ら
れ
な
い
）
震
要
な
の
ほ
多
く
の
主
要

織
に
於
て
ウ
ル
ガ
ー
タ
と
稲
蓮
を
示
す
羅
旬
課
で
あ
る
Q
蓋
し
、
そ
れ
は

彼
自
ら
が
序
言
に
去
て
い
ふ
や
う
に
、
教
會
の
聖
典
ウ
ル
ガ
ー
タ
が
信
用

に
傭
し
な
い
セ
カ
ン
ド
・
ハ
ン
ド
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
熱
鯖
雲
の
領
域
に
於
け
る
敏
寄
継
威
の
失
墜
は
、
ま
さ

に
十
七
世
紀
の
天
下
學
的
瀬
見
に
よ
る
、
科
學
の
領
域
に
於
け
る
そ
れ
に

…
劉
比
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
爾
ほ
こ
の
羅
飼
謬
も
決
し
て
學
閲
的
に
は

嚴
蕉
な
も
の
と
ほ
い
は
れ
な
い
が
、
彼
の
意
隔
圃
は
、
自
ら
レ
オ
十
世
へ
の

賦
詞
に
於
て
い
ふ
や
う
に
「
蹴
欝
欝
君
を
し
て
、
～
聯
詳
細
嚇
並
に
使
徒
の
書
…
か
ら

薩
擾
に
、
基
督
の
敏
を
學
ば
し
め
る
し
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
倫
ぽ

エ
ラ
ス
ム
ス
の
新
約
聚
需
に
關
…
す
る
業
．
績
と
し
て
、
一
五
一
七
－
二
四
年

聞
に
獣
承
録
を
除
く
全
騰
の
嚢
解
が
公
に
さ
れ
た
こ
と
を
附
言
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
問
題
に
解
答
を
興

へ
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
が
、
悶
題
」
の
所
在
を
示
し
、
そ
れ
を
潔
く
掘

り
予
げ
て
、
近
代
の
聖
戸
戸
纏
の
基
礎
を
掘
ゑ
た
の
で
あ
．
る
。

　
次
に
こ
の
蒔
代
に
始
ま
る
仕
蘂
と
し
て
、
教
父
の
蔚
作
の
校
訂
並
に
謙

課
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
ヒ
エ
ロ
エ
ム
ス
（
一
六
年
）
、
キ
プ

リ
ア
ヌ
ス
（
二
〇
年
）
、
ヒ
ラ
リ
ウ
ス
（
言
合
二
六
年
）
、
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス
（
門
岡

二
六
年
）
ア
ソ
プ
ロ
シ
ウ
ス
（
二
七
年
）
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
二
八
卑
）
、

ク
リ
ソ
ス
ト
ム
ス
（
羅
鐸
三
〇
年
）
、
パ
シ
リ
ウ
ス
（
ヨ
難
険
、
猫
逸
に
於

け
る
最
初
の
希
藤
作
家
の
刊
行
）
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
（
幻
影
三
六
年
）
等
が
あ
る

が
、
警
醒
ら
そ
の
伽
に
當
つ
た
も
の
は
極
め
て
少
籔
で
、
甚
だ
し
き
は
、
彼

九
一
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幹
學
研
究
　
箪
二
百
闘
十
四
號

の
名
を
附
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
の
母
樹
に
震
要
な
の
は
、

彼
が
常
に
そ
の
面
識
と
文
才
と
に
感
歎
し
、
そ
の
瀞
學
へ
の
貢
獄
を
講
精

し
て
已
ま
な
か
っ
た
ヒ
論
人
ニ
ム
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
そ
の
豫
定
説
と
道
徳
的
能
力
の
否
定
と
の
故
に
、
全
く
エ

ラ
ス
ム
ス
と
は
盈
蹴
、
質
魚
田
に
A
凋
は
な
か
っ
た
）

　
彼
は
一
五
二
一
年
來
バ
！
ぜ
ル
に
定
生
．
し
て
フ
ロ
ー
ベ
ソ
の
「
水
車
平

蕪
」
で
休
み
な
く
「
挽
く
」
す
る
こ
と
八
年
に
厩
つ
た
が
、
こ
の
臨
代
こ
そ

彼
の
著
作
的
活
動
の
縄
頂
、
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
Q
帝
王
、
諸
侯
、
司
敏
か

ら
も
無
二
の
手
紙
が
邊
ら
れ
、
匿
々
四
十
通
の
返
書
を
認
め
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
Q
彼
の
上
に
験
爾
の
や
う
に
降
り
注
ぐ
贈
物
は
洪
王
ク
レ
メ
ン
ス

七
絶
の
F
賜
金
か
ら
コ
ロ
ー
ニ
ュ
の
属
僧
蓬
の
糖
菓
に
ま
で
及
ん
だ
。
彼

の
讃
者
キ
嘆
賞
者
と
は
全
鰍
に
亙
り
「
ル
タ
ー
が
民
衆
の
愚
昧
に
語
っ
た
」

の
に
毒
し
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
一
般
教
養
人
の
傾
聴
を
得
た
9
　
｝
八
一
二

＝
年
刊
行
の
「
磁
常
錯
話
集
嬬
（
磨
§
貯
竪
碁
＝
○
≧
○
＾
嵐
9
．
§
剛
○
㎞
》
塁
）
ほ
こ

轟
轟
塘
補
さ
れ
、
彼
の
著
書
中
毒
も
多
ぐ
の
謎
者
を
得
た
Q
し
か
し
こ
の

「
水
車
小
崖
の
エ
ラ
ス
ム
ス
」
竜
宗
教
的
動
凱
に
決
し
て
無
蘭
心
で
は
な
か

っ
た
Q
彼
は
改
草
の
必
要
を
・
充
分
に
意
識
し
て
み
た
が
、
そ
れ
が
現
在
の

組
織
内
に
於
て
、
徐
々
に
美
和
に
途
行
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
彼
ほ
改

革
嚢
達
の
過
激
な
言
動
を
妊
ま
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
主
張
に
原

理
的
に
反
論
し
て
み
た
Q
彼
の
簡
素
な
、
倫
理
的
な
、
非
教
義
的
な
基
督

教
の
理
想
ほ
、
改
革
着
蓬
に
於
て
よ
り
も
寧
ろ
カ
ト
リ
ク
教
説
内
に
於
て

實
現
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
と
ル
タ
ー
と
の
根
本
購
な
相

違
は
、
前
者
の
「
・
病
爵
意
志
論
」
（
ご
鐸
益
）
o
（
げ
罵
ぴ
巽
。
｛
冒
材
黙
帥
甑
。
）
（
一
五

二
闘
年
）
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
、
入
閲
の
功
績
を
総
て
否
定
す
る
ル
タ
ー

九
二

の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
主
嚢
を
斥
け
て
救
療
は
辞
の
慧
寵
と
人
…
閥
の
努
力

と
の
所
由
で
あ
る
と
い
ふ
傳
統
的
カ
ト
リ
ク
の
儒
仰
を
支
持
し
て
み
る
。

し
か
し
エ
ラ
ス
ム
ス
は
瀞
の
恩
寵
を
決
し
て
輕
ん
じ
た
の
で
は
な
い
。
自

由
意
志
を
許
し
つ
x
、
し
か
も
瀞
的
恩
寵
に
信
頼
す
る
こ
と
こ
そ
彼
の
立

場
で
あ
っ
た
Q
蓋
し
、
ル
タ
ー
の
教
説
は
熟
．
督
濟
の
道
徳
と
敬
婁
と
を
そ

の
根
抵
か
ら
覆
す
」
も
の
」
や
5
に
見
え
た
か
ら
Q
彼
の
「
肉
．
由
意
志
論
」
は

・
同
ら
…
選
ん
で
ル
タ
ー
と
の
立
場
の
相
可
を
所
さ
5
と
、
域
は
羅
薦
教
愈
か

ら
異
端
克
服
の
懇
講
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
し

か
し
エ
ラ
ス
ム
ス
を
し
て
筆
を
執
ら
し
め
た
も
の
は
、
彼
の
入
文
主
義
と

ル
タ
ー
の
ス
ロ
ラ
學
と
の
背
反
で
あ
る
Q
自
．
鷹
意
志
の
否
驚
は
恐
ら
く
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
の
も
の
、
又
ス
コ
ラ
的
の
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し

決
し
て
新
約
に
も
使
徒
教
會
に
も
幽
す
る
も
の
で
な
い
。
彼
は
鳶
・
臓
魏
學

者
、
古
轍
へ
撰
者
と
し
て
書
い
た
の
で
あ
っ
て
、
羅
殉
瀞
學
者
、
聖
職
者
と

し
て
戦
い
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
基
魯
教
の
眞
理
蛭
が
そ
の
本
源
的
文
書

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
を
豊
み
、
黙
る
學
涙
の
哲
學
や
騨
購
・
と
岡
一
観

さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
。
硲
ほ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
肉
由
意
志
論
に

饗
し
て
、
二
五
年
末
ル
タ
ー
の
「
意
志
不
自
由
塾
し
（
σ
o
逡
芝
o
m
ご
・
玄
〔
「
坤
（
）
）

が
現
れ
、
更
に
こ
れ
に
擬
し
て
エ
ラ
ス
ム
ス
は
翌
年
「
矯
激
な
…
戦
士
」

（
薫
導
σ
峯
起
）
禦
窪
）
を
公
に
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
と
き
決
し
て
彼
肖
ら

の
エ
レ
メ
ン
ト
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
一
般
に
薩
學
的
論
語
は
彼
の
關

心
の
寒
心
を
離
れ
る
こ
と
点
く
、
特
に
そ
れ
が
二
面
的
感
構
に
煽
り
立
て

ら
れ
る
と
き
に
は
全
く
堪
へ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
兎
角
す
る
内
に
改
草
言
動
は
終
に
バ
ー
ゼ
ル
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
そ
れ

に
策
し
鴛
な
か
っ
た
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
一
五
二
九
年
薩
盆
地
な
る
プ
ラ
イ
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ス
ガ
ウ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
移
っ
た
Q
最
初
は
鍛
ケ
月
滞
在
の
豫
鑓
で
あ

っ
た
こ
の
地
に
六
年
も
住
ん
だ
が
、
そ
の
灘
氣
が
彼
の
健
康
に
遍
し
な
い

の
を
感
じ
、
故
京
か
ら
の
招
き
に
鷹
…
じ
て
露
國
の
途
上
バ
ー
ゼ
ル
に
立
寄

っ
た
。
こ
の
頃
彼
の
健
康
は
甚
だ
し
く
嚢
へ
は
じ
め
、
痛
風
の
偶
み
は
甚

だ
し
か
っ
た
9
　
一
鷲
｝
二
五
一
…
｝
黒
鯛
年
の
冬
は
、
外
出
す
る
こ
と
な
く
多
く

は
病
床
に
あ
っ
て
渦
…
し
た
り
し
か
も
被
の
著
作
的
活
量
は
休
み
な
く
「
教

會
の
純
檸
新
し
と
い
ふ
容
認
を
口
嘉
し
、
或
は
上
梓
さ
れ
つ
」
あ
っ
た
オ

リ
ゲ
ネ
ス
の
累
石
を
見
た
Q
三
六
集
六
月
工
十
入
醗
、
　
「
病
み
嚢
へ
た
手

で
し
（
箋
寧
日
ヨ
9
ヨ
ご
澱
肖
か
れ
た
、
彼
の
最
後
の
書
簡
に
は
、
「
今
度
程

病
に
罷
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
数
取
開
気
書
も
出
來
な
い
」
と
罐
ぼ
れ
る
Q

彼
が
七
十
年
の
長
い
龍
涯
を
絡
つ
た
の
ほ
岡
年
七
月
十
二
罠
で
あ
る
。

　
エ
ラ
ス
ム
ス
の
風
貌
は
ホ
ル
バ
イ
ソ
の
描
い
た
多
く
の
得
像
彊
に
よ
っ

て
知
ら
れ
て
み
る
。
彼
の
「
最
も
優
れ
た
麟
国
画
」
と
い
は
れ
る
全
集
の
編

輯
渚
ベ
ア
ー
ト
ゥ
ス
・
レ
ナ
ヌ
ス
も
、
彼
が
燭
國
の
攣
化
に
極
め
て
敏
感
で

あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
み
る
が
、
エ
ラ
ス
ム
ス
が
蒔
．
代
の
宗
教
的
…
矧
事
に

饗
し
て
と
っ
た
中
罵
の
態
度
ぽ
先
づ
こ
の
鰭
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
彼
は
心
底
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
ヵ
ト
リ
ク
と
し
て

享
有
す
る
世
俗
的
讐
樫
に
執
着
し
て
、
そ
れ
を
離
れ
得
な
か
っ
た
と
い
ふ

や
う
な
批
評
も
俗
聞
に
行
は
れ
て
る
る
。
し
か
し
、
彼
の
著
作
を
通
じ
て

エ
ラ
ス
ム
ス
を
親
し
く
知
る
と
き
、
図
る
黙
涙
に
與
す
る
と
い
ふ
こ
と
は

彼
の
本
性
に
と
っ
て
全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
Q
彼

が
串
立
的
態
度
を
と
っ
た
の
は
、
臆
病
で
・
も
霧
氣
で
も
な
い
、
彼
は
自
ら

の
本
性
の
要
求
に
從
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
知
性
が
蕪
派
の
煽
狭
を
超
越

雑

し
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
全
人
格
は
そ
の
狂
騒
と
矯
激
と
に
堪
へ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
彼
が
魚
を
嫌
ひ
、
そ
の
香
も
湛
へ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
は

れ
る
や
5
に
、
欝
繊
の
狂
信
と
腐
敗
と
は
彼
に
と
っ
て
全
ぐ
鼻
持
ち
の
な

ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
知
識
の
光
明
と
閉
明
と
を
妨
げ
る
総
侶
階
級

の
番
士
に
志
し
て
、
瑚
弄
と
面
立
と
を
眼
り
な
く
浴
せ
か
け
た
。
そ
し
て

こ
の
鷺
、
「
エ
ラ
ス
ム
ス
が
卵
を
生
ん
で
、
ル
タ
ー
が
購
化
し
た
」
と
正
欝
に

語
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
教
愈
を
攻
撃
し
或
は
そ
の
現
存
の
組
織
を
破
壌

す
る
こ
と
は
、
全
く
彼
の
患
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
且
つ
又
、

ル
タ
～
の
叛
…
運
に
よ
っ
て
生
れ
た
新
し
い
狂
信
、
異
書
主
義
は
禽
ほ
一
…
暦

厭
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
我
々
が
司
教
や
法
王
を
彿
ひ
邊
け
た
の
は

オ
ッ
ト
や
フ
ァ
ー
レ
ル
の
や
う
な
狂
人
の
輻
に
繋
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
の

か
」
と
メ
ラ
ソ
ヒ
ト
ソ
に
書
い
て
み
る
。
彼
の
傳
記
者
ド
ゥ
ラ
モ
ン
ド
が

い
ふ
や
う
に
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
良
識
と
舎
理
的
宗
教
の
使
徒
で
あ
っ
た
。

元
來
教
義
に
は
關
心
を
有
せ
ず
、
た
壁
墓
督
教
世
界
一
般
の
陶
磁
を
有
す

る
が
故
に
、
羅
馬
教
曾
を
改
長
者
蓬
よ
り
も
邊
ん
だ
。
終
生
彼
は
自
己
の

生
演
鷺
的
に
忠
實
で
、
健
全
な
教
養
ど
明
澄
な
良
識
の
た
め
に
、
無
知
と

迷
儒
の
気
力
と
載
っ
た
。
彼
は
、
形
而
上
學
的
傾
晦
や
瀞
累
的
主
張
を
有

す
る
溢
者
で
は
な
く
、
総
て
の
蕃
象
を
理
性
の
眼
で
影
響
す
る
文
學
嚢
で

あ
っ
た
。
最
後
に
我
々
は
調
教
と
落
度
と
に
饗
す
る
立
場
の
根
本
的
相
違

に
も
拘
ら
ず
、
爾
ほ
エ
ラ
ス
ム
ス
が
「
十
六
麩
紀
の
ヅ
ォ
ル
テ
ー
ル
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
を
想
起
し
て
、
こ
の
粗
略
な
叙
蓮
の
簗
を
欄
か
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
服
部
英
次
郎
）

九
三
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塀
鶴
銀
・
研
究
　
第
二
葺
鰯
十
M
四
競

コ
ン
ス
タ
ン
タ
イ
ン
。
リ
’
ツ
タ
ー

　
閣
ア
ユ
ビ
ン
ゲ
ン
大
鳳
寧
名
韓
甥
二
三
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
㊤
リ
ッ
タ
ー
ほ
五
月

某
疑
遡
去
。
疑
は
一
八
五
九
年
臆
月
…
二
臼
ヅ
ユ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
ル
ー
テ

ス
ハ
イ
ム
に
生
れ
、
九
載
年
菰
ル
ヅ
ァ
ソ
ゲ
ン
の
ギ
ュ
ム
ナ
ー
ジ
ィ
ウ
ム

の
…
教
授
、
一
九
〇
三
年
テ
ユ
ビ
ン
ゲ
ソ
の
ギ
ュ
ム
ナ
ー
ジ
ィ
ウ
ム
の
心
教
授

を
繧
て
、
　
　
六
年
門
阿
．
沸
　
の
⊥
入
陥
學
一
陣
擾
に
…
悲
ん
だ
Q
　
八
八
年
の
　
「
プ
ラ
ト
ン

研
究
し
に
於
て
、
所
謬
文
鵬
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
蒋
作

の
ロ
興
齢
蹄
と
年
代
鑛
を
究
明
し
た
氏
は
、
後
に
「
．
7
ラ
ト
ソ
、
彼
の
生
一
涯
、
目
鼻

作
、
教
説
」
為
瓢
二
巻
に
ょ
っ
一
」
現
曜
代
プ
ラ
ト
ン
㍑
醗
究
の
一
三
を
据
ゑ
7
た
O
次

に
氏
の
プ
ラ
ト
ン
研
究
を
粥
げ
て
鷺
か
5
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